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Recollections of the Pacifi c War in the eyes of a school kid
Hisao NAGAOKA
Osaka Aoyama Gakuen
Summary Seventy years have passed since the end of the Pacifi c War. It would thus be meaningful to undertake 
various studies on this Great War. At the end of the War in 1945, the author was a public primary school fi rst grader. 
Although he was just a small kid, he recalls those eventful hard days vividly. 
In the present article, he writes about his experiences and memories of those days, such as miserable daily lives 
caused by the war, terrors of air raids, collapse of all urban lives, and the whole turmoil caused by social changes 
ensuing thereafter. In view of those regrettable times, we must thank the fact that Japan has so far been a peaceful 
country. 
Since the number of people of younger generations who do not know about the last war is now increasing, the author 
would feel exceedingly happy if they could understand rightly the peaceful status of today’s Japan after they read his 

































































昭和 11年   2.26　二・二六事件 青年将校によるクーデター
  8.  7　国策の基準決定 大陸・南方進出と軍備充実決定
11.25　日独防共協定調印




昭和 13年   1.16　物資動員計画発足
  4.  1　国家総動員法公布
10.27　日本軍武漢三鎮を占領
11.  3　東亜新秩序建設 近衛首相声明
昭和 14年   5.12　ノモンハン事件
  7.  8　国民徴用令公布
  9.  1　第二次世界大戦始まる ドイツ軍ポーランド侵入
12.26　朝鮮総督府創氏改名強制





昭和 16年   1.  8　東條陸相戦陣訓示達
  3.  1　国民学校令公布
  4.  1　米穀配給通帳制・外食券制
  4.13　日ソ中立条約調印
  4.16　日米交渉開始 ハル国務長官と野村大使
  7.  1　隣組制度活動開始
10.18　東條内閣成立
11.26　ハル・ノート提示



































表 1 －（２）昭和における主要な出来事と戦争（昭和 17年～ 20年）
年 （月日）政策決定・事件など 内容
昭和 17年   1.  2　マニラ占領
  1.  9　学徒勤労動員開始
  2.15　シンガポール英軍降伏
  4.11　バターン半島占領
  4.18　米軍機東京ほか初空襲 名古屋、神戸も空襲される
  6.  5　ミッドウェー海戦 海軍に重大被害
12.31　ガタルカナル島撤退決定 2.1撤退開始
昭和 18年   1.  2　ブナにて日本軍玉砕 ニューギニアの戦場
  1.13　英米楽曲演奏禁止 約 1,000種指定
  4.18　山本五十六戦死 ソロモン上空にて襲撃される
  5.29　アッツ島にて日本軍玉砕
  8.17　上野動物園猛獣薬殺 空襲に備えての対応
  9.30　絶対防衛線の後退 （9.8イタリア降伏）
10.21　出陣学徒壮行会 神宮外苑競技場にて開催
11.25　マキン・タラワ島玉砕
昭和 19年   2.  6　クウェゼリン・ルオット両島の　　　  守備隊玉砕
  7.  4　インパール作戦中止 大本営が失敗を認める
  7.  7　サイパン島守備隊玉砕
  8.  3　テニアン島守備隊玉砕
  8.  4　国民総武装決定 竹槍訓練開始
  8.10　グアム島の守備隊玉砕
10.25　神風特攻隊出撃 レイテ沖で米艦に攻撃
昭和 20年   2.  4　ヤルタ会談 米英ソ首脳会談
  3.15　大都市の疎開強化決定　
  4.  1　米軍沖縄上陸 6.23占領 （5.7ドイツ降伏）
  7.26　対日ポツダム宣言発表
  8.  6　広島に原爆投下
  8.  9　長崎に原爆投下、ソ連参戦
  8.15　天皇終戦の詔勅放送 御前会議でポツダム宣言受託
  9.  2　降伏文書調印 米戦艦「ミズーリ」艦上にて調印
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表 1－ （3）昭和における主要な出来事と戦争（昭和 21年～ 26年）
年 （月日）政策決定・事件など 内容
昭和 21年   1.  1　天皇「人間宣言」
  1.  4　軍国主義者の公職追放指令
  3.  6　憲法改正草案要綱発表
  4.20　財閥解体の本格的開始
  5.  3　極東国際軍事裁判開廷 東京裁判
  5.19　食糧メーデー
10.21　第二次農地改革法的措置 20年 12月 9日 GHQ農地改革の覚書
12.27　傾斜生産方式開始
昭和 22年   1.31　「２．１」スト中止 マ元帥の指令
  4.  7　労働基準法公布 労働民主化のため
  5.  3　日本国憲法施行
昭和 23年 11.12　東京裁判判決 12.23A級戦犯 7名の死刑執行
12.18　経済安定 9原則
昭和 24年   4.15　ドッジ・ライン 健全財政主義の徹底
  7.  5　下山事件 7.15三鷹事件、8.17松川事件
  9.15　シャウプ勧告 戦後の日本税制改革案
12.  1　外国為替・外国貿易管理法 外国貿易の発展・振興などを目指す
昭和 25年   6.25　朝鮮戦争勃発 ７月以降朝鮮特需ブーム始まる
  7.24　企業のレッドパージ始まる
11.24　電気事業再編成
昭和 26年   7.10　朝鮮休戦会談始まる




































































































































































































































































































































































































































曲名 発表年 作詞・作曲者 最初の歌詞
紀元節　 （M21） 高崎正風・伊沢修二 雲にそびゆる高千穂の　高根おろしに　
元寇 （M25） 永井建子作詞・作曲 四百余州をこぞる　十万余騎の敵
天長節 （M26） 黒川真頼・奥好義 今日の良き日は　大君の　生まれたまいし
一月一日 （M26） 手塚尊福・上真行 年のはじめの　ためしとて　終りなき世の
港 （M29） 旗野十一郎・林柳波補作・吉田信太 空も港も　夜ははれて　月に数ます　船のかげ
金剛石 （M29） 昭憲皇太后・奥好義 金剛石も　みがかずば　たまの光は
桜井の訣別 （M32） 落合直文・奥山朝恭 青葉しげれる桜井の　里のわたりの
きんたろう （M33） 石原和三郎・田村虎蔵 まさかりかついで　きんたろう
ももたろう （M33） 田辺友三郎・納所弁次郎 ももから生まれた　ももたろう　気は優しくて力もち
うらしまたろう（M33） 石原和三郎・田村虎蔵 むかしむかし　うらしまは　こどものなぶる　かめをみて
箱根八里 （M34） 鳥居忱・滝廉太郎 箱根の山は　天下の険　函谷関も
荒城の月 （M34） 土井晩翠・滝廉太郎 春高楼の　花の宴　めぐる盃　かげさして
一寸法師 （M38） 巌谷小波・田村虎蔵 指に足りない　一寸法師　小さい体に
大こくさま （M38） 石原和三郎・田村虎蔵 おおきなふくろを　かたにかけ
青葉の笛 （M39） 大和田建樹・田村虎蔵 一の谷の　いくさ破れ　討たれし平家の
春が来た （M43） 高野辰之・岡野貞一 春が来た　春が来た　どこに来た
水師営の会見 （M43） 佐々木信綱・岡野貞一 旅順開城約なりて　敵の将軍ステッセル
牛若丸 （M44） 作者不詳 京の五条の橋の上　大のおとこの弁慶は
二宮金次郎 （M44） 作者不詳 柴刈り縄ない草鞋をつくり　親の手を助け
汽車 （M45） 作詞不詳・大和田愛羅 今は山中　今は浜　今は鉄橋　渡るぞと
茶摘 （M45） 作者不詳 夏も近づく　八十八夜　野にも山にも
村祭 （M45） 作詞不詳・南能衛 村の鎮守の神様の　今日はめでたい御祭日
春の小川 （T1） 高野辰之・岡野貞一 春の小川は　さらさら流る　岸のすみれや
村の鍛冶屋 （T1） 作者不詳 しばしも休まず　つち打つひびき
広瀬中佐 （T1） 作者不詳 とどろく砲音とびくる弾丸　荒波あろう
鯉のぼり （T2） 作者不詳 いらかの波と雲の波　重なる波の中空を
海 （T2） 作者不詳 松原遠く消ゆるところ　白帆の影は浮かぶ
朧月夜 （T3） 高野辰之・岡野貞一 菜の花畠に　入日薄れ　見わたす山の端
故郷 （T3） 高野辰之・岡野貞一 うさぎ追いしかの山　小鮒つりしかの山
児島高徳 （T3） 作詞不詳・岡野貞一 船坂山や杉坂と　御あと慕いて院の庄
浜辺の歌 （T7） 林古渓・成田為三 あした浜辺を　さ迷えば　昔のことぞ
とんび （T8） 葛原しげる・梁田貞 飛べ飛べとんび空高く　鳴く鳴くとんび
時計台の鐘 （S2） 高階哲夫作詞・作曲 時計台の　鐘がなる　大空とおく
こいのぼり （S6） 教育音楽会 屋根よりたかい　こいのぼり
兵隊さん （S7） 作詞不詳・信時潔 鉄砲かついだ　兵隊さん　足並み揃えて
牧場の朝 （S7） 杉村楚人冠・船橋栄吉 ただ一面に立ちこめた　牧場の朝の
椰子の実 （S11） 島崎藤村・大中寅二 名も知らぬ　遠き島より　流れ寄る
電車ごっこ （S16） 井上赳・下総皖一 運転手は君だ　車掌は僕だ　あとの四人
花火 （S16） 井上赳・下総皖一 どんとなった　花火だ　きれいだな
若葉 （S17） 松永宮生・平岡均之 あざやかな　みどりよ　明るいみどりよ


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(1)  昭和 16年に小学校から国民学校に改められた初
等教育学校である。初等科 6年・高等科 2年。昭
和 22年に再び小学校となった。国民学校令（昭
和 16年勅令第 148号）は、昭和 16年 4月 1日施行。



























































































































































How do you do, and how are you? 
Won’t you have some candy, 
One and two and three, four, fi ve? 
Let’s all sing a happy song, 
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